
No.703

毎月 1回 10 日発行
発行所

印刷所　日 ノ 出 印 刷 ㈱
定価　１部１００円

栃木市片柳町２－１－４６
栃 木 商 工 会 議 所
TEL（２３）３１３１㈹
FAX（２２）７ ５ ５ ０

令和８年１月10日発行（1）

https://www.tochigi-cci.or.jp/ tcci@tochigi-cci.or.jp

の
ご
案
内

迎春

今月のトピックス
８
Ｐ　
　
・
常
議
員
会
・
臨
時
議
員
総
会
開
催

　
　
　
　
・
食
品
部
会
講
演
会
開
催

９
Ｐ　
　
・
決
算
・
確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
・
価
格
転
嫁
検
討
ツ
ー
ル
利
用
の
ご
案
内

10
Ｐ　
　
・
栃
木
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
企
業
広
告
募
集
の
ご
案
内

チ
ラ
シ　
・
ご
存
じ
で
す
か
？
２
０
２
６
年
１
月
１
日
か
ら

　
「
下
請
法
」
は
「
取
適
法
」
へ
！

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
は
、
令
和
８

年
・
午
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
11
月
の
臨
時
議

員
総
会
に
お
い
て
、
引
き
続

き
第
35
期
の
会
頭
職
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の

重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

日
頃
よ
り
皆
様
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
大

雨
や
台
風
な
ど
異
常
気
象
に

伴
う
災
害
が
相
次
ぎ
、
私
た

ち
の
生
活
や
社
会
活
動
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
を
通
じ

て
、
防
災
・
減
災
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
地
域

に
お
い
て
は
、
観
光
や
イ
ベ

ン
ト
が
力
強
さ
を
取
り
戻
し
、

活
気
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
当

所
と
し
て
も
、「
蔵
の
街
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」「
精
霊
鎮
魂

線
香
花
火
・
灯
ろ
う
流
し
」「
と

ち
ぎ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」「
栃

木
市
の
産
業
と
物
産
展
」
を

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
会

裡
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
国
の
経
済
は
、
停

滞
か
ら
の
脱
却
と
「
成
長
型

経
済
」
へ
の
転
換
を
図
る
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
賃
上

げ
や
物
価
・
金
利
の
動
き
が

見
ら
れ
る
一
方
、
米
国
の
関

税
措
置
な
ど
世
界
経
済
の
不

確
実
性
が
続
い
て
お
り
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い

て
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、

人
手
不
足
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

10
月
に
発
足
し
た
高
市
内

閣
は
「
強
い
経
済
」
の
実
現

を
掲
げ
、
中
小
企
業
支
援
や

物
価
高
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
本
商
工
会
議
所
に
お

い
て
も
、
新
執
行
体
制
の
も

と
、「
成
長
型
経
済
実
現
に
向

け
た
環
境
整
備
」
や
「
稼
ぐ

力
の
強
化
」
を
掲
げ
、
国
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

当
所
に
お
き
ま
し
て
も
、

年
間
三
千
件
に
及
ぶ
経
営
相

談
や
、
関
係
機
関
へ
の
提
言
・

要
望
を
行
い
、
地
域
振
興
や

物
価
高
対
策
に
関
す
る
制
度

実
現
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
会
員
事
業
所
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
実
効
性
あ
る

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
で
は
「
地
域

の
経
済
循
環
の
推
進
と
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
要

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
栃
木
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連

企
業
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
進

出
が
決
定
し
、
地
域
に
も
た

ら
す
波
及
効
果
に
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
13
（
２
０

３
１
）
年
度
の
羽
田
空
港
ア

ク
セ
ス
線
の
開
業
に
合
わ
せ
、

東
武
日
光
線
の
東
京
都
心
・

羽
田
空
港
へ
の
直
通
電
車
の

実
現
を
目
指
し
、「
東
京
都
心
・

羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期

成
同
盟
会
」
と
と
も
に
運
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ

り
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
協

会
会
長
の
立
場
か
ら
も
、
市

民
の
誇
り
と
な
る
祭
り
と
し

て
発
展
を
図
り
、
全
国
に
向

け
て
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
、
地
域
経
済
の
活
力
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割

を
一
層
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
変
化
に
強

い
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
繁
栄

と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

荒
金
憲
一

栃
木
商
工
会
議
所

会
頭

２
０
２
６
年 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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　会

頭
　会
　副

頭
理
務
専

事

　

　議
　常

員

員

　
　議

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱　

取
締
役
会
長

荒
　
金
　
憲
　
一

㈱
ア
ス
ワ
ン　

代
表
取
締
役
会
長

若
　
菜
　
秀
　
夫

ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱　

代
表
取
締
役

膝
　
附
　
武
　
男

㈱
佐
山　

代
表
取
締
役
社
長

佐
　
山
　
謙
　
三

栃
木
商
工
会
議
所　

専
務
理
事

國
　
保
　
能
　
克

小
又
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

小
　
又
　
正
　
和

松
金
化
学
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

松
　
本
　
　
　
稔

㈱
ス
ク
ラ
ム
フ
ー
ズ　

代
表
取
締
役

小
　
池
　
雅
　
弘

茂
木
機
工
㈱　

代
表
取
締
役

茂
　
木
　
広
　
至

ワ
タ
レ
イ
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

渡
　
邊
　
嘉
　
一

㈲
ナ
ガ
サ
ワ　

代
表
取
締
役

長
　
澤
　
厚
　
史

栃
木
市
商
店
会
連
合
会　

会
長

田
　
島
　
　
　
大

滝
沢
ハ
ム
㈱　

常
務
取
締
役
管
理
本
部
長

山
　
口
　
　
　
輝

㈱
セ
レ
モ
ー
ル　

取
締
役
会
長

片
　
柳
　
　
　
均

栃
木
信
用
金
庫　

理
事
長

伏
　
木
　
昌
　
人

日
ノ
出
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

福
　
田
　
昌
　
弘

㈱
正
和　

代
表
取
締
役
社
長

平
　
野
　
和
　
正

㈱
栃
木
こ
す
も
す　

代
表
取
締
役

横
　
地
　
克
　
孝

栃
木
乳
業
㈱　

代
表
取
締
役

松
　
倉
　
敬
　
士

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱　

取
締
役
副
社
長

青
　
木
　
紀
　
郎

㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

五
　
味
　
栄
　
一

福
富
税
務
会
計
事
務
所　

所
長
税
理
士

福
　
富
　
正
　
浩

㈱
栃
木
県
南
自
動
車
学
校　

代
表
取
締
役
社
長

癸
生
川
　
照
　
男

大
正
紙
器
㈱　

代
表
取
締
役

谷
　
中
　
俊
太
郎

須
田
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

須
　
田
　
尚
　
男

㈱
ア
サ
ヒ
ド
ー　

専
務
取
締
役

八
木
原
　
清
　
二

㈱
柏
倉
温
泉
太
子
館　

会
長

大
阿
久
　
岩
　
人

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
リ
ー
ン　

会
長

大
　
澤
　
光
　
司

小
野
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

小
野
口
　
美
　
治

㈲
栃
木
地
区
浄
化
槽
公
社　

代
表
取
締
役

柏
　
﨑
　
和
　
己

㈲
森
川
自
動
車　

会
長

森
　
川
　
　
　
武

㈱
ツ
カ
ダ　

代
表
取
締
役

塚
　
田
　
和
　
克

森
戸
運
送
㈲　

代
表
取
締
役

森
　
戸
　
忠
　
広

伊
藤
電
機
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

伊
　
藤
　
和
　
博

㈱
荒
川
建
設　

代
表
取
締
役

荒
　
川
　
光
　
男

㈱
明
治
フ
ー
ド　

代
表
取
締
役

田
名
網
　
文
　
男

関
口
商
事
㈱　

代
表
取
締
役
兼
C
E
O

関
　
口
　
佳
　
市

㈱
小
林
縫
製
工
業　

代
表
取
締
役

小
　
林
　
雄
　
一

本
年
も

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　 

お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
賀
新
年（

敬
称
略
）
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問

　
　顧

役
　談
　相

員

　
　議

事

　
　監

　

栃
木
冷
暖
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

佐
々
木
　
　
　
浩

栃
木
陶
器
瓦
㈱　

代
表
取
締
役

小
　
島
　
峰
　
夫

㈱
大
木
組　

代
表
取
締
役
社
長

大
　
木
　
　
　
敬

㈱
毛
塚
紙
店　

代
表
取
締
役

毛
　
塚
　
敏
　
郎

㈲
田
村
自
動
車
整
備
工
場　

代
表
取
締
役

田
　
村
　
義
　
弘

両
毛
印
刷
㈱　

代
表
取
締
役

松
　
本
　
篤
　
哉

㈱
西
畑
建
材
店　

代
表
取
締
役

西
　
畑
　
圭
　
樹

㈱
タ
ス
ク　

名
誉
会
長

川
　
嶋
　
幸
　
雄

栃
木
レ
ザ
ー
㈱　

代
表
取
締
役

遅
　
澤
　
敦
　
史

坂
本
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

坂
　
本
　
和
　
則

丸
三
産
業
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

中
　
島
　
喜
代
典

㈱
別
井
商
店　

代
表
取
締
役

別
　
井
　
秀
　
一

㈱
板
倉
製
作
所　

代
表
取
締
役

板
　
倉
　
政
　
幸

㈱
上
原
園　

代
表
取
締
役
社
長

岡
　
部
　
一
　
法

栃
木
木
材（
協
組
）　

代
表
理
事

山
　
口
　
真
　
右

金
朝
商
事
㈱　

代
表
取
締
役

茂
　
呂
　
彰
　
裕

㈱
群
馬
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

橳
　
島
　
紀
　
彦

サ
ン
ト
リ
ー
㈱ 

栃
木 

梓
の
森
工
場　

工
場
長

原
　
　
　
裕
　
一

㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル　

代
表
取
締
役
社
長

松
　
本
　
弘
　
樹

栃
木
ガ
ス
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

吉
　
田
　
佳
　
紀

㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店　

理
事
支
店
長

田
　
中
　
　
　
徹

㈱
栃
木
銀
行
栃
木
支
店　

支
店
長

佐
　
藤
　
一
　
彦

㈱
Ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ａ
ｓ　

代
表
取
締
役
社
長

寺
　
内
　
雄
　
嗣

㈲
い
づ
る
や　

取
締
役
会
長

大
　
塚
　
重
　
夫

舘
野
建
設
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

横
　
田
　
雄
　
作

㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト　

代
表
取
締
役
社
長

生
　
澤
　
治
　
明

五
月
女
総
合
プ
ロ
ダ
ク
ト
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

五
月
女
　
善
　
重

㈲
佳
伸　

代
表
取
締
役

中
　
島
　
正
　
貴

㈲
藤
沼
管
工
業
所　

代
表
取
締
役

大
　
山
　
憲
　
一

Ｔ
Ｃ
Ｂ
観
光
㈱　

代
表
取
締
役

佐
　
橋
　
直
　
人

㈱
坂
本
好
花
園　

代
表
取
締
役

坂
　
本
　
智
　
哉

薄
井
工
業
㈱　

取
締
役
専
務

津
久
井
　
孝
　
元

栃
木
市
長

大
　
川
　
秀
　
子

元
副
会
頭

田
　
村
　
佐
　
重

元
副
会
頭

笠
　
原
　
孝
　
之

元
副
会
頭

大
　
木
　
　
　
和

元
副
会
頭

小
田
垣
　
俊
　
郎

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部　

相
談
役

藤
　
沼
　
康
　
雄

シ
マ
ダ
㈱　

代
表
取
締
役

嶋
　
田
　
完
　
治

タ
ナ
ベ
労
務
管
理
事
務
所　

代
表

田
　
邉
　
勇
　
輝

日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

プ
ロ
ダ
ク
ト
人
事
総
務
部
長

菅
　
川
　
　
　
幹
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投

　
資
へ
】

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ
た
地

政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・

輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投

資
審
査
な
ど
が
複
合
的
に
作

用
し
、
通
商
環
境
の
再
編
が

進
行
す
る
な
ど
、
不
確
実
性

が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

日
本
経
済
は
賃
金
と
物
価
の

好
循
環
に
向
け
た
兆
し
が
明

確
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
物
価
上
昇
に
賃

金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃

金
の
着
実
な
回
復
が
最
大
の

課
題
で
す
。
長
年
に
わ
た
り

染
み
つ
い
た
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循

環
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
日
本

経
済
の
「
再
出
発
」
に
向
け

た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
政
に
お

い
て
は
、
憲
政
史
上
初
の
女

性
総
理
と
し
て
高
市
総
理
が

誕
生
し
、
就
任
直
後
か
ら
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め

各
国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力

的
に
行
い
、
首
脳
間
の
信
頼

醸
成
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議

長
を
務
め
る
「
日
本
成
長
戦

略
会
議
」
に
お
き
ま
し
て
も
、

Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、
造
船
、
量
子

な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ
の
投

資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強

化
、
労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
、
賃
上
げ
環

境
整
備
な
ど
、
将
来
の
成
長

力
を
高
め
る
政
策
課
題
が
明

確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の

成
長
戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ

つ
つ
、
民
間
の
現
場
か
ら
具

体
的
な
提
言
と
実
行
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど

も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

　
確
固
た
る
も
の
に
〜
「
変

　
革
」
と
「
価
値
共
創
」】

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
成
長

型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た

正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
数
の
99
.

７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３

大
都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）

を
占
め
る
中
小
企
業
は
、
円

安
・
原
油
高
に
伴
う
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の

増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷

な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を

確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己

変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る

外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く

な
ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に

挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
で

す
。
同
時
に
、
不
確
実
性
の

時
代
に
お
い
て
は
、
多
様
な

主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち

寄
り
、
新
た
な
価
値
を
共
に

創
り
、
共
に
分
か
ち
合
う
「
価

値
共
創
」
の
発
想
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る

　
日
本
経
済
の
再
出
発
」
に

　
向
け
た
三
つ
の
重
点
課
題
】

　

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私

は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ

る
日
本
経
済
の
再
出
発
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を

重
点
課
題
と
し
て
当
所
の
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済

の
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
」

で
す
。
成
長
型
経
済
を
実
現

す
る
に
は
、
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ

型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡

大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型

イ
ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃

金
と
投
資
の
好
循
環
を
持
続

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な
価

格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推

進
は
、
賃
上
げ
原
資
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
官
民
を
挙
げ

て
一
層
強
化
す
べ
き
課
題
で

す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保

障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
両
立
、
過
度
な
円
安
の
是

正
に
向
け
た
金
融
政
策
、
人

手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続
可

能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
の
構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値

共
創
に
よ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
『
稼
ぐ
力
』

の
強
化
」
で
す
。
成
長
型
経

済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値

と
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
新
分
野
進
出
、Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知
的
財
産
の

創
造
・
保
護
・
活
用
、
海
外

展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

の
連
携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業

承
継
を
契
機
と
し
て
、
よ
り

強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ

力
の
向
上
に
よ
る
地
域
経
済

循
環
の
推
進
」
で
す
。
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、

地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び

込
む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
税
財
政
支
援
、
地
域
の
産

業
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育

成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主

要
な
活
動
テ
ー
マ
で
あ
り
、

当
所
は
も
と
よ
り
、
各
地
商

工
会
議
所
が
中
核
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義・双
方
向
主
義
」

　
の
発
展
】

　

私
は
「
原
点
は
対
話
で
あ

る
」
と
い
う
信
念
の
下
、
会

頭
就
任
以
来
、
全
国
各
地
を

訪
問
し
、
地
域
や
事
業
者
の

生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は

「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
現
場

の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の

活
性
化
、
日
本
経
済
の
さ
ら

な
る
成
長
に
向
け
て
、
皆
さ

ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

小
林
　
健

日
本
商
工
会
議
所

会
頭 日

本
経
済
の
再
出
発

年
頭
所
感

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
県
連
合
会
の

各
種
事
業
に
格
別
な
る
御
指

導
、
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
経
済
の
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

円
安
・
物
価
高
の
継
続
、
金

利
上
昇
に
よ
る
資
金
調
達
コ

ス
ト
の
増
加
な
ど
厳
し
い
環

境
に
直
面
し
て
お
り
、
加
え

て
、
中
小
企
業
に
と
り
ま
し

て
は
、人
手
不
足
の
深
刻
化
、

賃
上
げ
圧
力
、
原
材
料
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
事

業
承
継
問
題
な
ど
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
困
難
な

時
代
に
こ
そ
、
地
域
経
済
の

基
盤
を
支
え
る
中
小
企
業
に

は
、
地
域
に
根
差
し
た
柔
軟

な
対
応
力
、
デ
ジ
タ
ル
化
や

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
、

そ
し
て
新
た
な
価
値
創
造
へ

の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
社
会
課
題
の
解

決
と
経
済
成
長
の
実
現
を
目

指
し
、
停
滞
か
ら
成
長
へ
の

転
換
に
向
け
た
地
方
創
生
と

自
己
変
革
に
取
り
組
む
中
小

企
業
へ
の
伴
走
型
支
援
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
私
は
、
昨

年
11
月
、
地
域
経
済
団
体
で

あ
る
商
工
会
議
所
の
県
連
合

会
の
会
長
を
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
連
合
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
先
行
き
が
不
透
明
な

経
済
情
勢
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
変
化
の
激
し
い
社
会
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
県
内

商
工
会
議
所
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
経
営
者
の
生
の
声
を
、
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
国

や
県
、
関
係
機
関
等
に
届
け

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、皆
様
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝

と
企
業
の
御
発
展
、
そ
し
て

令
和
８
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り

ま
し
て
、
私
の
所
信
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・

関
西
万
博
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
参
加
型
・

体
験
型
の
本
県
展
示
ブ
ー
ス

に
、
当
初
の
目
標
を
大
き
く

上
回
る
５
万
人
の
来
場
者
を

お
迎
え
し
、
と
ち
ぎ
の
豊
か

な
自
然
や
文
化
・
歴
史
、
食

等
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
県
内
外
へ
の
本
県
の
魅

力
発
信
に
取
り
組
み
、
観
光

誘
客
の
促
進
等
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　

一
方
、
長
期
化
す
る
物
価

高
騰
や
米
国
の
関
税
措
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
民
生
活

や
県
内
経
済
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、

国
の
総
合
経
済
対
策
に
呼
応

し
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
積

極
的
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
で
は
栃
木
県
重

点
戦
略
「
と
ち
ぎ
未
来
創
造

プ
ラ
ン
」
に
続
く
、令
和
８
（
２

０
２
６
）
年
度
か
ら
５
年
間

の
県
政
の
基
本
指
針
と
な
る

次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
次
期
プ
ラ
ン

に
掲
げ
る
本
県
の
目
指
す
将

来
像
「
共
に
創
る　

人
も
地

域
も
輝
く„
元
気
な
と
ち
ぎ“
」

の
実
現
に
向
け
、「
人
づ
く
り

戦
略
」、「
産
業
成
長
戦
略
」

な
ど
５
つ
の
重
点
戦
略
に
よ

り
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
官
民
連
携
に
よ
る

「
栃
木
県
人
口
未
来
会
議
」が
、

人
口
減
少
と
い
う
「
静
か
な

る
有
事
」
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
取
り
ま
と
め
た
「
と
ち

ぎ
人
口
減
少
克
服
宣
言
」
や

延
べ
64
の
取
組
項
目
か
ら
成

る
「
栃
木
県
人
口
減
少
対
策

マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
」
を
踏

ま
え
た
様
々
な
施
策
を
次
期

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
上
で
、

行
政
、
企
業
、
団
体
な
ど
、

官
民
の
力
を
結
集
し
、
全
県

一
丸
と
な
っ
て
、
人
口
減
少
・

少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
女
性
や
若
者
が

活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
、

選
ば
れ
る
と
ち
ぎ
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
経
済
・

雇
用
を
牽
引
す
る
産
業
の
創

出
・
振
興
や
県
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
等
に
よ
り
本
県

経
済
の
活
性
化
を
図
る
ほ
か
、

医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
充

実
・
強
化
や
災
害
等
の
危
機

事
象
に
強
い
地
域
社
会
の
構

築
等
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
県
立
美
術
館
、

図
書
館
及
び
文
書
館
の
３
施

設
を
、
本
県
の
文
化
振
興
の

中
核
と
し
て
一
体
的
に
再
整

備
す
る
「
文
化
と
知
」
の
創

造
拠
点
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
整
備
構
想
を
踏
ま

え
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
前
提
と
し
て
、

施
設
整
備
、
管
理
・
運
営
計

画
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
令
和
14
（
２
０
３
２
）

年
度
中
の
開
館
を
目
指
し
て
、

着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
が
大
き
く
変
化
す
る

中
に
お
き
ま
し
て
も
、
時
代

の
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、

県
民
の
皆
様
と
共
に
課
題
解

決
を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が

未
来
に
夢
や
希
望
を
抱
き
、

豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き

る
と
ち
ぎ
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

福
田
富
一

栃
木
県
知
事

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

喜
谷
辰
夫

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（一社）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
円
安
進
行
の
影

響
に
よ
り
原
材
料
価
格
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
が
上
昇

し
、
企
業
の
収
益
構
造
に
大

き
な
圧
力
が
か
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

展
や
環
境
対
応
へ
の
要
請
な

ど
、
新
た
な
変
革
の
機
会
が

加
速
度
的
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

滝
沢
ハ
ム
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
「
消

費
者
に
感
動
を
与
え
続
け
る

商
品
を
お
届
け
し
、
地
元
愛

と
共
に
社
員
満
足
の
高
い
食

品
企
業
へ
の
成
長
を
続
け
る
」

と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
、
美
味
し
さ
で
№
１
の
評

価
を
い
た
だ
け
る
会
社
、
地

域
と
の
連
携
を
深
め
地
元
に

貢
献
す
る
会
社
を
目
指
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
も
栃
木
商
工
会
議
所
の
会

員
の
一
員
と
し
て
、
誠
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

新
し
い
年
が
、
会
員
の
皆

様
並
び
に
栃
木
商
工
会
議
所

に
と
っ
て
飛
躍
の
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
昭
和
百
年
と
称
し
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
昭
和
の
懐
か

し
い
映
像
が
数
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
七
月
で
七

十
二
歳
に
な
る
私
と
し
て
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
実
際
に
見

た
こ
と
の
あ
る
思
い
出
に
残

る
物
ば
か
り
で
し
た
。
し
か

し
、
先
の
大
戦
に
ま
つ
わ
る

悲
惨
な
映
像
だ
け
は
、
父
は

抑
留
さ
れ
た
り
し
て
大
変
な

苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
は
体
験
し
な
い
で
済

ん
だ
過
去
の
話
と
し
て
見
て

い
ま
し
た
。「
戦
争
を
知
ら
な

い
子
供
た
ち
」
な
ん
て
歌
も

流
行
っ
た
り
し
て
今
日
ま
で

戦
争
を
知
ら
ず
に
来
ら
れ
た

の
は
、
今
の
世
界
情
勢
か
ら

見
て
幸
運
だ
っ
た
な
と
感
じ

ま
す
。
今
世
界
的
に
、
異
常

気
象
、
分
断
と
対
立
、
格
差

と
貧
困
等
々
が
進
み
つ
つ
あ

る
中
で
、
解
決
策
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
私
の
妄
想
で

す
が
、
世
界
中
の
人
々
が
女

性
目
線
、
母
親
目
線
に
立
っ

て
、
命
の
尊
重
を
最
優
先
し
、

特
に
子
供
た
ち
を
無
下
に
殺

す
人
た
ち
を
絶
対
に
許
さ
な

い
世
界
に
変
え
て
明
る
い
未

来
を
取
り
戻
す
、
本
年
が
そ

の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

栃
木
商
工
会
議
所
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
平
素
よ
り
、
中

小
企
業
の
振
興
、
商
工
業
者

の
指
導
育
成
を
は
じ
め
、
本

市
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

国
内
経
済
に
お
い
て
は
物
価

高
騰
や
円
安
に
加
え
て
、
二

転
三
転
す
る
米
国
の
関
税
政

策
に
振
り
回
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
地
域
経
済
に

お
い
て
も
多
く
の
業
界
で
人

手
不
足
や
円
安
に
よ
る
原
材

料
高
騰
、
相
次
ぐ
物
価
高
騰

に
よ
る
消
費
の
低
迷
な
ど
、

先
行
き
の
不
透
明
感
を
拭
い

き
れ
な
い
一
年
だ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
中
小

企
業
者
の
事
業
継
続
並
び
に

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
を

は
じ
め
、
物
価
高
騰
へ
の
対

応
策
と
し
て
中
小
企
業
者
を

対
象
と
し
た
運
送
事
業
者
へ

の
燃
料
費
の
補
助
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
個
人
消
費
を

喚
起
す
る
取
組
と
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
栃
木
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
に
お
い
て
は
、
昨
年

３
月
に
契
約
を
締
結
し
た
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
が
令
和
10
年
の
開
業

を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
雇
用
の
創
出
に

つ
な
が
る
企
業
誘
致
は
本
市

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
重
要

な
事
業
で
あ
り
、
栃
木
イ
ン

タ
ー
周
辺
に
加
え
、
平
川
産

業
団
地
に
お
い
て
も
早
期
分

譲
に
向
け
て
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
本
市
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち
ぎ
秋

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
放
送
さ
れ
ま
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う

〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」
を

き
っ
か
け
に
、栃
木
市
を
知
っ

て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
そ
の

魅
力
を
さ
ら
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
絶
好
の
機
会
に
な
り

得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
盛
大
に
開
催
で
き
る

よ
う
栃
木
商
工
会
議
所
の
皆

様
を
は
じ
め
、
地
元
の
皆
様

と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

　

本
市
が
掲
げ
る
将
来
都
市

像「
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
、

優
し
さ
と
強
さ
が
調
和
し
た

活
力
あ
ふ
れ
る
栃
木
市
」
を

目
指
す
に
は
、
企
業
の
皆
様

が
生
き
生
き
と
生
産
活
動
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
が

肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
市
で
は
、
栃

木
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
団
体
の
皆
様
と
将

来
像
を
共
有
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
川
秀
子

栃
木
市
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

嶋
田
完
治

シ
マ
ダ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
口
　
輝

滝
沢
ハ
ム
株
式
会
社

常
務
取
締
役
管
理
本
部
長

午
年
生
ま
れ
の
議
員
さ
ん
に

　
　
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
年
議
員
さ
ん
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
多
く
の
ご
支
援

と
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
物
価
高
や
人
手

不
足
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し

い
経
済
環
境
が
続
く
一
方
で
、

Ａ
Ｉ
革
命
の
波
が
あ
ら
ゆ
る

産
業
に
広
が
り
社
会
全
体
が

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
時
代
に

あ
っ
て
こ
そ
「
誠
実
な
も
の

づ
く
り
」
を
原
点
に
、
技
術

と
心
を
磨
き
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

工
場
直
売
の
自
社
ブ
ラ
ン

ド
「
縫
心
（
ぬ
い
こ
）」
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
下
着
は
、
多
く
の

お
客
様
に
ご
愛
用
を
い
た
だ

き
、
地
元
・
栃
木
の
皆
様
に

も
「
栃
木
の
下
着
」
と
し
て

温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
お
客
様
の
顔
の
見
え

る
業
務
で
、
そ
の
声
を
製
品

づ
く
り
に
活
か
す
サ
イ
ク
ル

も
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
自
社
に
マ
ッ
チ
す

る
Ａ
Ｉ
活
用
を
念
頭
に
地
域

の
お
役
に
た
て
る
企
業
を
目

指
し
業
務
改
革
を
図
り
、
栃

木
商
工
会
議
所
の
一
員
と
し

て
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
、
地
元
と
と
も
に
歩
む

一
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
に

一
喜
一
憂
し
、
円
安
も
進
み
、

自
民
党
は
少
数
与
党
と
な
り
、

政
治
経
済
面
に
お
い
て
は
大

変
不
安
定
な
一
年
で
し
た
。

　

各
々
の
業
界
は
恒
常
的
な

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
継
続
的
な
物
価

高
、
人
員
不
足
、
加
え
て
米

問
題
な
ど
企
業
活
動
の
み
な

ら
ず
、
日
々
の
生
活
に
も
か

か
わ
る
事
柄
が
整
理
さ
れ
ぬ

ま
ま
葛
藤
し
苦
戦
し
続
け
た

一
年
で
あ
っ
た
印
象
で
す
。

　

弊
社
に
お
き
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
以
降
の
些
細
な
生
活

様
式
の
変
化
が
影
響
し
、
今

ま
で
と
違
っ
た
要
望
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。
皮
革
業
界
と
し
て
も

相
互
の
得
意
分
野
を
生
か
し

つ
つ
団
結
力
を
も
っ
て
日
常

に
寄
り
添
う
モ
ノ
づ
く
り
の

強
化
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
試
行
錯
誤
の
中
で
、

当
会
議
所
の
皆
様
の
積
極
的

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
活
動

に
沢
山
の
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
足
元
の
経
済
回

復
・
消
費
者
の
消
費
活
動
の

回
復
な
ど
積
極
政
治
に
期
待

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
動
き
は
嗜
好
品
、

高
級
品
と
位
置
付
け
ら
れ
る

革
製
品
に
も
良
き
影
響
を
及

ぼ
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
も
栃
木
市
に
根
付
く

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

午
年
生
ま
れ
の
年
男
と
い

う
こ
と
で
ご
指
名
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
挨
拶
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

我
が
国
の
会
社
は
９
９
，

７
％
が
個
人
事
業
所
を
含
め

た
私
た
ち
中
小
企
業
で
す
。

こ
の
栃
木
市
に
お
い
て
も
中

小
企
業
が
元
気
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
弊
社
は
お
蔭

様
で
57
年
間
、
清
掃
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す

が
、
昨
年
は
私
も
物
価
高
、

人
材
難
、
賃
金
上
昇
等
と
い

う
困
難
な
経
営
環
境
を
痛
感

し
な
が
ら
過
ご
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
多

種
多
様
な
課
題
が
存
在
す
る

今
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
が
一

層
の
経
営
努
力
を
し
顧
客

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
適
正

な
利
潤
を
生
み
、
そ
れ
を
人

や
地
域
に
還
元
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
国
の
せ
い
、

制
度
の
せ
い
、
誰
か
の
せ
い
、

と
他
責
し
て
し
ま
う
の
は
簡

単
で
す
。
激
動
の
時
代
に
私

も
会
員
諸
先
輩
方
を
見
習
い
、

創
意
工
夫
と
挑
戦
を
止
め
な

い
所
存
で
す
。

　

令
和
８
年
の
会
員
皆
様
の

社
業
お
取
組
み
が
万
事
ウ
マ

く
い
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
雄
一

株
式
会
社
小
林
縫
製
工
業

代
表
取
締
役大

木
　
敬

株
式
会
社
大
木
組

代
表
取
締
役
社
長

遅
澤
敦
史

栃
木
レ
ザ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

茂
呂
彰
裕

金
朝
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

担
い
手
不
足
、
人
件
費
や
物

価
の
高
騰
、
そ
し
て
「
働
き

方
改
革
」
へ
の
対
応
等
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
栃
木
市
は
今
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
が
決
ま
り
、

平
川
産
業
団
地
も
進
み
、
先

を
見
据
え
た
基
盤
整
備
が
進

行
中
で
す
。
商
工
業
の
発
展

と
地
域
振
興
等
の
当
会
の
提

言
す
る
事
業
展
開
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

午
年
は
「
努
力
が
実
を
結

ぶ
」「
挑
戦
が
実
る
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
努
力
す
る
人
の

後
押
し
が
当
会
の
使
命
と
思

い
、
会
員
の
一
員
と
し
て
貢

献
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
会
員
皆
様

に
と
っ
て
、
更
に
飛
躍
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

企
業
と
し
て
、
栃
木
商
工
会

議
所
の
一
員
と
し
て
、
よ
り

自
力
を
つ
け
微
力
な
が
ら
栃

木
市
経
済
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

午
年
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

年
に
、
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
更
な
る
高
み
を
目
指
せ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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常
議
員
会
及
び
臨
時
議
員
総
会
を
開
催

食
品
部
会
講
演
会

　
　
　
　
　
　
開
催

　

当
所
で
は
12
月
11
日
、
市
内

に
お
い
て
、
常
議
員
会
及
び
臨

時
議
員
総
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
報
告
事
項
と
し

て
第
35
期
議
員
幹
事
団
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
続
く
議

案
審
議
で
は
、
令
和
７
年
度
の

新
規
会
員
入
会
、
第
35
期
委
員

会
の
設
置
、
常
設
委
員
会
並
び

に
特
別
委
員
会
の
委
員
委
嘱
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案

の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

承
認
後
、
荒
金
会
頭
よ
り
各

委
員
会
委
員
長
に
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
、
今
後
の
委
員
会
活
動

に
向
け
た
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

青
年
経
営
者
会
で
は
12
月
１
日
、
12
月
例
会
「
蔵
の
街
と
ち

ぎ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
〜
若
手
経
営
者
と

の
意
見
交
換
会
〜
」
を
開
催
し
た
。

　

本
例
会
は
、
栃
木
市
主
催
の
「
蔵
の
街
と
ち
ぎ
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
」
の
応
募
者
と
当
会
メ
ン
バ
ー
が

一
堂
に
会
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
経

営
者
と
し
て
研
鑽
を
図
り
、
経
営
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
。
当
日
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
者
７
名
、
当
会
メ
ン
バ
ー

22
名
が
出
席
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
者
か
ら
自
己
紹
介
が
さ
れ

た
後
、
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
コ
ン
テ
ス

ト
応
募
者
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
の
相
談
に
対
す
る
先
輩
経
営

者
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
積
極
的
に
意
見
を
交
換
す
る
場

と
な
っ
た
。
第
二
部
で
は
交
流
会
を
実
施
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
応

募
者
と
当
会
メ
ン
バ
ー
が
交
流
を
深
め
、
双
方
に
と
っ
て
充
実

し
た
時
間
と
な
っ
た
。

　

当
会
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
創
意
と
工
夫
を
併

せ
持
つ
同
志
と
の
繋
が
り
の
輪
を
広
げ
、
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、

今
後
も
地
域
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
る
。

総
務
委
員
長 

赤
塚 

弘
享

　

12
月
10
日
、
市
内
に
お
い

て
、
食
品
部
会
講
演
会
を
開

催
し
、
21
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル 

ネ
モ
ト 

主
宰
の 

根
本
悦
子
氏
を
お
招
き
し
、

「
食
の
と
っ
て
も
大
切
な
お
話

か
ら
支
え
る
健
康
経
営
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
で
は
、
四
季
や
旬
を

大
切
に
す
る
心
、
五
節
句
に

込
め
ら
れ
た
願
い
な
ど
、
昔

の
日
本
人
が
受
け
継
い
で
き

た
「
食
の
知
恵
」
が
紹
介
さ

れ
た
。
伝
統
的
な
食
生
活
に

は
、
現
代
の
私
た
ち
が
健
康

に
暮
ら
す
た
め
の
多
く
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
日
々
の
食

事
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
食
を
通
し
て
心
と
身

体
を
整
え
る
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
講
演
会
と
な
っ
た
。

※
承
認
さ
れ
た
常
設
委
員
会
･
特
別
委
員
会 

各
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
○
常
設
委
員
会 

委
員
長

　

総
務
組
織
委
員
会　
　

片
柳　
　

均
（
㈱
セ
レ
モ
ー
ル
）

　

経
営
政
策
委
員
会　
　

平
野　

和
正
（
㈱
正
和
）

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

長
澤　

厚
史
（
㈲
ナ
ガ
サ
ワ
）

　

産
業
振
興
委
員
会　
　

松
倉　

敬
士
（
栃
木
乳
業
㈱
）

　

金
融
税
務
委
員
会　
　

福
富　

正
浩
（
福
富
税
務
会
計
事
務
所
）

　

労
務
雇
用
委
員
会　
　

谷
中
俊
太
郎
（
大
正
紙
器
㈱
）

○
特
別
委
員
会 

委
員
長

　

東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
乗
入
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
菜　

秀
夫
（
㈱
ア
ス
ワ
ン
）

〜
若
手
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会
〜
を
開
催

蔵
の
街
と
ち
ぎ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
2025
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青
色
申
告
を
行
う
個
人
事
業
主
の
う
ち
、
決
算
書
や

確
定
申
告
書
の
作
成
が
困
難
な
方
々
を
対
象
に
、
税
理

士
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
低
廉
な
費
用
で
書
類
作
成
を

代
行
す
る
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
決
算
書
や
確
定
申
告
書
が
概
ね
作
成
済
み
の
方
向
け

の
無
料
相
談
会
は
２
月
24
日
〜
26
日
に
開
催
い
た
し
ま

す
。（
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
）

■
日　

時　

２
月
19
日
（
木
）
９
時
〜
16
時

■
場　

所　

当
所
会
議
室

■
税
理
士　

関
東
信
越
税
理
士
会
栃
木
支
部

　
　
　
　
　

所
属
税
理
士

　

こ
の
度
、
当
所
の
特
別
基
金
に
、
温
か
い
ご
寄
付

を
賜
り
ま
し
た
。 

11
月
17
日
に
は
、
五
月
女
総
合
プ

ロ
ダ
ク
ト
株
式
会
社
（
五
月
女
善
重 

代
表
取
締
役
社

長
：
写
真
上
）様
よ
り
百
万
円
、ま
た
、11
月
26
日
に
は
、

福
富
税
務
会
計
事
務
所
（
福
富
正
浩 

所
長
税
理
士
：

写
真
下
）
様
よ
り
五
〇
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

日　

時　

1
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

2
月
3
日
（
火
）

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

■
事
業
承
継
相
談
会

日　

時　

1
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

■
金
融
相
談
会

日　

時　

2
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

■
知
的
財
産
権
相
談
会

日　

時　

3
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

相
談
員　
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

価
格
転
嫁
検
討
ツ
ー
ル
と
は
、
材
料
費
や
人
件
費
、
水
道
光

熱
費
等
の
コ
ス
ト
増
加
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
中
小
・
小

規
模
事
業
者
が
、
商
品
別
（
取
引
先
別
）
の
収
支
状
況
も
確
認

し
な
が
ら
目
指
す
べ
き
取
引
価
格
を
検
討
で
き
る
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。

　

価
格
転
嫁
交
渉
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
の
上
昇
状
況
な
ど
、
価

格
転
嫁
が
必
要
と
な
る
理
由
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
ツ
ー
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

価
格
転
嫁
検
討
ツ
ー
ル
で
見
え
る
化

① 

商
品
別
（
取
引
先
別
）
の
収
支
状
況
を
把
握

② 

数
値
を
入
れ
替
え
て
検
証

③ 

目
指
す
べ
き
取
引
価
格
を
試
算

　

２
月
21
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
の
期
間
、

あ
そ
雛
ま
つ
り
（
主
催
：
と
ち
ぎ
の
雛
ま

つ
り
実
行
委
員
会
・
共
催
：
栃
木
市
商
店

会
連
合
会
）
が
市
内
中
心
部
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

蔵
の
街
大
通
り
各
所
で
の
雛
人
形
の
展

示
と
併
せ
て
、
各
種
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
下

さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
次
の

Ｑ
Ｒ（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
）

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会
は
、
高
齢

者
雇
用
や
再
雇
用
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
押
さ
え
て
お
き
た
い
考
え
方
と
、
制
度

運
営
上
の
整
理
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
勉

強
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

２
月
17
日
（
火
）

　
　
　

18
時
〜
19
時
30
分

場
所　

当
所
会
議
室

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

申
込　
Ｑ
Ｒ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
い
ず
れ
も
相
談
会
場
は
当
会
議
所
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
１

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

℡
23
-３
１
３
１

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

決
算・確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

特
別
基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

価
格
転
嫁
検
討
ツ
ー
ル
の
ご
案
内

再
雇
用
を
め
ぐ
る
職
場
運
営
の

整
理
と
対
応
策
勉
強
会

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報
（
要
事
前
予
約
）

第
19
回あ

そ
雛
ま
つ
り
の
ご
案
内
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令和８年１月９日(金)～１月３０日(金)

（月額 ５，５００円）
６６，０００円

１枠（ 41mm× 87mm）

（月額１１，０００円）
１３２，０００円２枠（ 41mm×178mm）

枠・規格（縦幅×横幅） 掲載料

■掲載期間（年間契約）■掲載イメージ

■募集期間（抽選）

■掲載枠

■掲載料（税込）
ページ6分割の最下段に掲載

　会報誌「栃木会議所ニュース」では、商工会議所が行う各種事業や経営に役立つ情報等を毎月ご案内しております。
この会報誌への広告掲載を活用して、御社の商品、サービス等を会員事業所（約1,900社）にＰＲしませんか？

８枠・モノクロ（原則２頁～５頁・各２枠）
※校正により変更される場合があります。
※応募多数となった場合は、抽選となります。
※広告内容によっては掲載をお断りする場合があります。

令和８年４月号～令和９年３月号までの１２ヶ月間
※毎月１０日発行予定

66,000円
有料広告(１枠)

132,000円
有料広告(２枠)

　

栃
木
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会員事業所の皆様へ 令和８年度栃木会議所ニュース企業広告を募集！

【申込み・問い合わせ先】
　会員振興係　℡２３̶３１３１
　お申込みはＱＲから
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栃木税務署からのお知らせ
所得税・個人消費税・贈与税の申告は、e-Taxをご利用ください

マイナンバーカードで自宅からe-Tax！

e-Taxを利用するメリット！

（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r7_smart_shinkoku/pdf/02.pdf）
「確定申告書はマイナポータル連携にお任せください」

（https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/shinkoku/r7_smart_shinkoku/pdf/01.pdf）
「書かない確定申告 マイナンバーカードで自宅からe-Tax」

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」から、スマホやパソコンで所得税などの申告書を作成し、
マイナンバーカードを使用してオンラインで提出ができます。

《税務署への来署をご検討の方へ》
　令和８年１月５日（月）から２月13日（金）までは、税務署内に確定申告会場はありません。
この期間に所得税・個人消費税・贈与税での申告相談にお越しいただいても、当日は対応できませんので
ご注意ください（事前に予約のある方のみの対応となります）。
　申告相談を希望される方は、令和８年２月16日（月）から３月16日（月）までの確定申告期間中に
LINEによる入場整理券のオンライン事前発行を受けた上で確定申告会場へお越しください。

1
マイナポータル連携を利用すると、給与、年金、医療費、ふるさと納税などのデータを申告書の該当項目へ
自動入力することができます。

2
（注：給与のデータは、事業主の方が、オンラインで源泉徴収票を提出していること等の要件があります。）
※１ マイナンバーカード読取対応のスマホ（又はIC カードリーダライタ）が必要です。
　　マイナポータル連携の御利用には、事前準備が必要です。
※２ マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください。
　　有効期限や更新手続等の詳細はデジタル庁公式note をご確認ください。

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

○ 税務署に行かずに自宅から申告。
○ 生命保険料控除証明書、地震保険料控除証明書などの添付書類は、
　 記載内容を入力・送信すれば提出・提示が不要。

○ 受信通知からいつでも申告内容を確認可能。
※メンテナンス時間を除きます。

○ 24時間いつでも利用可能。
※書面や、申告会場（税務署等）で提出された場合には1か月～1か月半程度で還付

○ 自宅からe-Taxで提出された還付申告は、３週間程度で還付。
※法定申告期限等から５年間、税務署から書類の提出や提示を求められることがあります。

国税庁LINE
公式アカウント
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　旧年中は栃木商工会議所青年経営者会の諸活動に対し、
格別のご高配、ご厚情を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、本年度を振り返りますと、全国各地で豪雨や記
録的猛暑が相次ぐなど、改めて、防災・減災や事業継続
に向けた備えの重要性が認識されたところです。
　経済情勢に目を向けますと、物価上昇の勢いがやや落
ち着きを見せる一方で、エネルギー価格の変動や国際情
勢の不透明感が続き、先行きを見通しにくい状況であり
ました。
　また、大企業を中心に賃上げの動きが広がり、個人消
費は緩やかな回復が見られましたが、中小・小規模事業
者にとっては依然として厳しい経営環境が続いておりま
す。原材料費や物流コストの高止まりや人材不足による
採用難・定着難に加え、賃上げ対応が思うように進まな
いことなど、各々の事業活動に重い負担が強いられてお
ります。

　当会の活動においては、令和７年度のスローガンに「敬
愛～通い合う心、繋がり続ける～」を掲げ、相手への尊
敬と親しみの心や愛を持って、人と人、地域や社会との
繋がりを大切に取り組んでおります。
　特に今年度は、当会の創立４０周年を迎える節目の年
でもあり、記念式典・祝賀会において、これまでの歴史
を築き上げてきた諸先輩方をはじめ、ご協力ご指導をい
ただいた多くの皆様に感謝の意を表させていただくとと
もに、中期ビジョンを掲げ “新たな一歩” を踏み出すこ
とができたと実感しております。さらに、蔵の街サマー
フェスタや提言活動、商品開発、ＰＲ事業など地域活性化
に資する取り組みを継続実施するほか、地域貢献や経営
者としての資質向上を目的に、栃木シティフットボール
クラブとの共同企画として、将来を担う子供たちに勇気
と希望を与える事業にも取り組みました。
　当会は、これからも同士たちと絆を深め、人や街を元
気にするような活動に積極的に取り組み、活力のある街
づくりの実現と地域の経済的発展の支えとなるよう一丸
となって邁進してまいりますので、深いご理解とご協力
を賜りますようお願いいたします。
　結びに、本年が皆様にとりまして飛躍の年となり、皆
様の企業がますます発展されますことを心より祈念申し
上げ、新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　2026年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　平素は栃木商工会議所女性経営者会の活動に対し、ひ
とかたならぬご厚情を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、世界ではインフレの落
ち着きや各国の金融政策調整により景気の安定化が見え
始め、日本国内でも設備投資や賃上げが続き、企業活動
には明るい兆しが広がりました。
　また、国内初の 女性首相 が誕生し、政治のリーダー
シップに新たな可能性が拓かれたことは、私たちにとっ
て励みになるニュースでありました。
　しかしながら、地方の中小・小規模事業者を取り巻く
環境は依然として厳しい状況が続いております。エネル
ギー・原材料費の高止まり、物流費の上昇、人手不足の
長期化といった課題が経営の重荷となり、デジタル化や
人材育成への投資も避けて通れないテーマです。
　このような厳しい状況下におきましても、私たちは粘
り強く活動を展開してまいりました。

　当会の活動としましては、今年度より総務・事業・交
流の３委員会を設置し、それぞれの委員会が主管となり
事業を展開しました。11月に、交流委員会主管の「会員
交流会」を開催し、チャクラワークショップと懇親会の2
部構成により、会員同士の親睦を図りました。また、事
業委員会主管の「視察研修会」では、国会議事堂を視察し、
議会の仕組みや建築の歴史について理解を深めました。
　さらに、2027年に開催が予定されている「関東商工会
議所女性会連合会2027年度総会＜栃木大会＞」を、当会
が主管することから、県内の商工会議所女性会と連携を
図りながら、実行に向けて協議を重ねております。
　そして今年も「青少年健全育成、地方創生」をテーマ
に掲げ「第2回とちぎ太鼓まつり」を２月８日（日）、大
平文化会館にて開催いたします。岩舟町出身の太鼓芸能
集団鼓童 名誉団員である小島千絵子氏をゲストにお迎え
し、多くの方に魅力を感じていただけるよう鋭意準備を
進めておりますので、是非皆様にお越しいただきたいと
思います。
　私たち女性経営者会は、今後も地域の活力向上と社会
への貢献に向けて、一層連携を深めながら取り組んでま
いります。皆様の変わらぬご支援・ご協力をお願い申し
上げます。
　結びに、皆様の益々のご繁栄とご多幸をお祈り申し上
げまして、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
栃木商工会議所　青年経営者会

会長 松島陵介

新年のごあいさつ
栃木商工会議所　女性経営者会

会長 堀　惠子


